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Ⅰ　小学校におけるキャリア教育についての理解

[image: image10.emf]キャリア教育に関する参考資料

(

小学校編）について

第１章 キャリア教育について理解しましょう〈理論編〉

第２章 キャリア教育を実践しましょう〈実践編１〉

教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間

第３章 学校全体で取り組みましょう〈実践編２〉

[image: image11.emf]成長する過程で積み重ねて

きた経験や役割への認識、

価値観などの全体がその人

の「キャリア」です。

キャリア教育は、

児童生徒一人一人

のキャリア発達を促

すものです。

「社会的自立に必要な力

の育成」を目指し、学校の

教育全体を通じて、一貫し

た教育活動を行います。

実生活や実社会

とのかかわりを

重視します。

「キャリア教育」とは


[image: image12.emf]将来の自立のために必要な態度や能力を

発達段階に応じて身に付けさせる。

教育課程の

見直し

年間・学年を超えた指導の継続性

本県におけるキャリア教育

教育活動相互のつながりを意識して指導にあたる

各教科等の関連や単元のつながり

子どもの成長を長期的・全体的なものとしてとらえる

[image: image13.emf]【 本校におけるキャリア教育推進の構想 】

自校の重点目標に位置付けたり、学校課題として取り組んだりしている

指導内容のうち、キャリア教育の視点から、子どもたちに育てたい能力・

態度をピックアップする。

シート２－①

○

○

○

自校の現状把握やビジョンの構想をテーマに話し合い、

キャリア教育についての理解を深める。

自校におけるキャリア教育の取組について確認する。

演習 ２




[image: image1.emf]教科の学習

国語、社会、算数、

理科、生活、音楽、体育

図画工作、家庭

道 徳

自分自身

他の人との関わり

集団や社会との関わり

諸活動

清掃、給食当番、係活動

など

特別活動

学級活動、児童会活動、クラブ活動、 学校行事

総合的な学習の時間

環境、健康、福祉

情報、国際理解

生き方・進路

地域社会

児童生徒の興味・関心

様々な場面で、 「学ぶこと」、「働くこと」、「生きること」

を関連付けて意識させることができる。

可能性を広げる

勉強は

将来につながる

大切もの

自分自身や役割

への気付き

働くことは

人や社会と

関わること

個々の教育活動の意義を再確認し、関連を図る

P

．２

児童生徒一人一人の勤労観や職業観を育て、主体的に選択・

決定する能力・態度を身に付けていこうとするもの



[image: image2.emf]人 間 関 係 形 成 能 力

自他の理解能力、

コミュニケーション能力など

情報活用能力

情報収集・探索能力、

職業理解能力 など

将来設計能力

役割把握・認識能力、

計画実行能力 など

意 思 決 定 能 力

選択能力

課題解決能力など

（例） キャリア発達（社会性の育成）にかかわる諸能力

「職業観や勤労観を育む学習プログラムの枠組み(例）

国立教育政策研究所生徒指導研究センター「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進 について

（平成14年11月）」をもとに作成

目標や評価の観点を見直す

際の参考にすることができる。

育成が望まれる能力・態度を明確にする

目標に向かって

努力する

自己及び他者、

身のまわりの

仕事や環境への

積極的な関心

夢や希望、

憧れる自己

イメージの獲得

P

．４



[image: image3.emf]小学校は、自立意識や社会性を育成する基盤づくりの段階

勤労観・職業観の形成

主体的な判断・意思決定

・育成を目指す能力や態度

勤労観・職業観の形成

主体的な判断・意思決定

・育成を目指す能力や態度

役割、仕事、職業などの理解

・学ぶこと、働くこと

・社会の仕組み

・権利や義務 など

体験活動（見学やインタビュー等）

学ぶことや働くことの喜びや成

就感を味わい、進んで学んだり、

役割を果たそうとしたりする。

相談やコミュニケーション活動

自己の理解

・興味・関心

・能力・適正

・経験など

自分のよさを知り、将来の夢

や希望に向かって、積極的

に取り組んでいこうとする。

キャリア教育

＝

職業や勤労に関する授業や体験活動の実践

×

P

．８


Ⅱ　自校における「キャリア教育」の進め方や取組について考える　（演習・協議）
　

　■　児童の実態及び指導の状況を確認し、キャリア教育の推進について協議する





[image: image4.emf]【 児童の実態及び指導の状況の確認 】

シート１

記入者：　

○○　○○

（　

　４　

年　

２　

組　担任　　）

低学年

◎△

中学年

◎△

高学年

◎△

【自他の理解能力】

自分の好きなことや嫌なことをはっき

り言う。



自分のよいところを見付ける。 自分の長所や欠点に気付き、自分らしさ

を発揮する。

友達と仲良く遊び、助け合う。

◎

友達のよいところを認め、励まし合

う。

話し合いなどに積極的に参加し、自分と

異なる意見も理解しようとする。

お世話になった人などに感謝し親切

にする。

自分の生活を支えている人に感謝

する。

【コミュニケーション能力】

あいさつや返事をする。

◎

自分の意見や気持ちを分かりやすく

表現する。

△

思いやりの気持ちを持ち、相手の立場に

立って考え行動しようとする。

「ありがとう」や「ごめんなさい」を言

う。

友達の気持ちや考えを理解しようと

する。

△

異年齢集団の活動に進んで参加し、役割

と責任を果たそうとする。

自分の考えをみんなの前で話す。 友達と協力して、学習や活動に取り

組む。

　

・児童の実態



○指導の状況

月　　　　日



・元気に挨拶できる児童が多い。休み時間は、学級の友達だけでなく下級生と遊ぶ姿が多くみられる。

・授業や学級の話し合いでは、話をしっかり聴いて友達が伝えたいことを理解しようとする姿勢が弱い。５月21日

◆　各学年の発達課題と照らして児童の状況を評価し、コメントを記入する。

【　児童の実態及び指導の状況についての確認　】



　自己理解を深め、他者の多様な個性を理

解し、互いに認め合うことを大切にして行動

していく能力

発達を促すために育成することが期待される具体的な能力・態度(発達課題）の例

職業的（進路）発達に関わる能力



人

間

関

係

形

成

能

力

他者の個性を尊

重し、自己の個

性を発揮しなが

ら、様々な人々

とコミュニケー

ションを図り、協

力・共同してもの

ごとに取り組む。

　多様な集団・組織の中で、コミュニケー

ションや豊かな人間関係を築きながら、自

己の成長を果たしていく能力

学級や学年の児童の状況をについて

① 十分満足な状況であれば◎、課題と思われる場合には△を付ける。

② 児童の実態や指導の状況について具体的に記述する。

シート１

演習 １









[image: image5.emf]【 本校におけるキャリア教育の推進状況 】

持参資料

班ごとに、各学校のキャリア教育の推進状況

（取組や、成果と課題）について情報交換を行う。

情報交換

○本校の学校課題や重点目標

○子どもたちに育てたい能力・態度

○理由

シート２－①

【 本校におけるキャリア教育推進の構想 】

自校の学校課題や重点目標との関連を踏まえながら、

演習１、２で確認した「子どもたちに育てたい能力・態度」

について説明する。（班ごと）







[image: image6.emf]【 本校におけるキャリア教育推進の構想 】

演習２で挙げた内容のうち、話し合いで一つを選び、「育てたい能力・態度」

や「学習（活動）」の広がりをイメージして図に表す。

シート２－②

留意点・工夫

改善点

■「育てたい能力・態度」や「学習（活動）」の広がり

ア 育てたい能力・態度 ：【 】

イ 中心となる学習（活動） ：

（学年： ）

重点目標・努力点

班

将来の生き方や職業への関心

総合「地域を支える人たちを・・」

（第３学年 ５～１０月）

働く人への関心

社会科 「ものをつくる仕事」

見学調査・資料活用

情報活用能力

国語「 」

・話の中心に気をつけて聞く

・分かりやすく話す

ワークショップ

① 「能力・態度」や「学習（活動）」を付箋に書く。

② 考えを出し合い、ワークシートに付箋を貼る。

③ 全体を俯瞰し、感想や気付きを発表する。

④ シート３の評価項目を参考に評価する。

⑤ 付箋を整理し、構想する際の留意点や工夫、

改善点を書き加えるなどしてまとめる。




[image: image7.emf]【 教育活動や指導の評価 】

生活や学習の中で児童生徒が選択決定できるよう、

指導・支援をしているか。（経験を積ませているか。）

□

日常的なかかわりや対話を通して、児童生徒への理解に努め、

児童生徒に自己や成長への気付きを促しているか。

□

その後の学習や生活に生かされているか。 □

充実感や達成感、自信や意欲につながっているか。 □

児童生徒にとって意義ある学習や活動になっているか。 ■

実生活や実社会とのつながりを意識させる場面はあるか。 ■

学級や学年だけの閉じた中での取組になってはいないか。 ■

児童生徒の発達を支援する観点に立って、教科、道徳、特別活動

総合的な学習の時間の取組が、有機的に関連付けられているか。

■

それぞれの教育活動のねらいが明確になっているか。 ■

月 日 月 日 評価項目

シート３


■　目的を明確にし、実情にあった取組を実行する





「職業や勤労に関する授業や体験的活動」を行うことだけが「キャリア教育」なのではありません。単に、職場見学や体験をさせた、社会人講師による講演会を開いたということで済ませるのではなく、活動のねらいをはっきりさせて、事前や事後の指導を充実させたり、他の教育活動と関連付けたりして適切に実施しましょう。


体験と自分の生き方を結びつけて意味付けたり、現在や将来について考えたりする機会を設けるなど、一人一人の子どもにとって意義ある経験となるよう指導を工夫しましょう。








生き方や進路を主体的に選択する力は、段階的に丁寧に積み重ねていくことによって育まれていきます。


先行研究などを参考にしつつ、自校の児童の実態に学びながら、一人一人の児童に身に付けさせたい（発揮させたい）能力等を意識して指導に当たることが大切です。





キャリア教育は、特定の領域、単元の一つではなく、教育活動全体に働きかけていくものです。


活動を通してどのような力を身に付けさせようとしているのか、指導は適切か、児童が、将来について考えたり、主体的に選択・決定したりする機会はあるかなど、何ができていて、何が十分ではないのかを確認しましょう。








日々経験していることや学習していることが、一人一人の生き方や進路の選択に深く結びついていることを意識して教育活動に取り組みます。


目の前の児童の将来の姿を思い描き、現在行っている教育活動や指導の目的を問い直す、小学校段階で行うべきことを再確認することが重要です。








キャリア教育は、全く新しいことを始めるのではありません。各学校においては、教育活動全体を通じて児童の「生きる力」をはぐくむ教育が行われており、様々な教育活動の中には、キャリア教育の視点からも評価すべき実践が数多く見られます。


そうした取組を確認するとともに、「将来の自立のために必要な態度や能力を発達段階に応じて身に付けさせる」という視点で教育課程を見直すことによって、目の前の子どもの成長を長期的で全体的なものとしてとらえ、各教科等の関連や単元のつながり、年間あるいは学年を超えた指導の継続性など、教育活動相互のつながりを、より意識して教育活動に当たることができます。








○一人一人の教師の実践の効果を挙げるには、学校が組織体として力を発揮することが重要です。


○ここで紹介する演習や情報交換の仕方を参考にして、実践できること具体的に考えていきましょう。





学校全体としての方向性をもち、実態に応じた指導を行うためには、児童の状況を把握する必要があります。学級や学年の児童が、キャリア発達のどの段階にあるのか、その傾向や状況をとらえ、把握することが大切です。実際に、シート１を使って、児童の実態や指導の状況について確認してみましょう。


担任あるいは授業に出ている学級・学年の児童の姿を思い浮かべながら、例を参考にして記入してみてください。








こうした、実態把握が、その後の計画や実践の方向性を決めたり、指導を構想したりしていく際の重要な情報になります。また、指導の構想に生かすだけでなく学期末や年度末にも行い、その結果と比較すると、児童の変容や成長が分かり、指導や教育活動の効果を検証するという視点でも活用できます。見えてきた課題は、次年度以降における改善の方向性や取組の重点を決める際の貴重な資料になります。


各自がシートに記入した後に意見交換をする方法のほかに、グループで話し合いながら記入していくのも有効です。


同じ学年だけでなく、低・中・高学年ブロック、あるいは、異学年でグループを組み、児童の実態や指導の状況についての情報を交換することで、他の学年の状況を知ることができます。








①


児童の実態及び指導の状況の確認





②


学校課題や重点目標の確認





自校の重点目標に位置付けたり、学校課題として取り組んだりしている指導内容のうち、キャリア教育の視点から、子どもたちに育てたい能力・態度をピックアップします。


まず、３つ程度を書き出し、さらに、演習１で行った児童の実態や指導の状況の把握をもとに、書き出した能力・態度の中から１つを選びましょう。








地域の諸活動に参加することによって、地域のことや人について知ることができた。


児童は、異学年集団による活動を通して、協力することや働くことを学んでいる。また、身近な学年の児童と関わるなかで、自分のできることを見つけたり目標にしたりしている。


教職員はいろいろな面で児童の将来について考えながら指導しているが、キャリア教育という意識はあまりない。


「進路のことは中学校に入ってからでよい」というのではなく、「小学生に必要なことは小学生のうちから」という意識を、子どもだけでなく周りの大人がもつことが必要。


学習の結果だけでなく、人間関係をつくる力やルールーを守って学校生活をおくることが将来の生活の基礎になることを理解してもらえるよう、職員や保護者への啓発を図る。


未来の進路について選択の幅を広げることができるよう、自分の夢や将来について考える機会を設けたり、情報を与えたりすることが必要と考える。発達段階に応じた耐性やや協調性なども、必要と思われる場できちんと指導していく。











③


各学校の取組についての情報交換





�





昨年度の児童集会では、児童が将来の夢や努力していることを発表しました。保護者や地域の人にも参加してもらっているので、今後は、感想を聞いたり意見交換したりする場を設けようと考えています。





本校では、コミュニケーション能力の育成を重点目標にしています。自分の思いをうまく相手に伝えることができない児童が多いように思います。本年度は、国語科を中心とした学習指導を充実させるとともに、挨拶や返事、言葉遣いなど、日常における指導にも力を入れています。





○学校全体としてキャリア教育をどのように進めていくかを構想します。児童の実態を踏まえ、地域や学校の特色が生かせるよう、校内研修やミーティングで意見を出し合いながら行いましょう。


○学校の実情に合わせ、学年部会や低・中・高学年部会などで話し合うようにしてもよいでしょう。








自校におけるキャリア教育の取組について成果と課題を説明しましょう。


演習１、２で確認した「子どもたちに育てたい能力・態度」について、なぜ、その能力・態度の育成が重要だと考えたのか理由もあわせて話をしてください。


学校で行う場合には、各学年の取組等について情報交換をしましょう。








人間関係形成能力の育成には、異学年での交流活動を充実させることも有効なのではないでしょうか。


どのような場を設けたり、工夫をしたりしていますか。





グループ学習や総合的な学習の時間に様々な人と関わる場面で、感想や考えを進んで述べたり、自分とは違う考えを認めたりできる児童が増えてきました。





④


育てたい能力・態度や教育活動の広がり





演習２で挙げた内容のうち、話し合いで一つを選び、「育てたい能力・態度」や「学習（活動）」の広がりを図に表しましょう。


 例えば、総合的な学習の時間で行う地域を知る学習を充実させることで、「将来の生き方や職業への関心」を高めたいということであれば、その実現に向けて、どのような経験や学習をさせるとよいか、どのような能力・態度が関連してくるかということなどを具体的に考え、書き加えていきます。











様々な教育活動のつながりをイメージできたら、カテゴリーに分けたり線や矢印でつないだりして整理しましょう。


さらに、児童の実態や学校の重点目標等を念頭におきながら「育てたい能力・態度」や「中心となる学習（活動）」を再度確認し、指導の重点や工夫について話し合い、具体的な取組について考えていきます。





ワークショップで構想した内容について、例示した評価項目を参考にして評価します。全体を俯瞰し、必要に応じて加筆修正します。


計画や実践についても随時評価し、改善していくようにします。





学年部会や低・中・高学年部会など行うようにすると、教育活動の内容や児童の様子について、具体的な検討や話し合いができます。
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◆取組の出発点は、「児童生徒をどのように伸ばしていくか」ということにある





一つ一つの実践の過程や結果についての振り返りや評価を十分に行う余裕がなく、全体を見通した一貫性ある取組や重点化ができないのが現状だという学校もあるでしょう。そのような状況だからこそ、教育の原点に立ち返って現在の取組を整理し、必要なことやしなければならないことをはっきりさせる必要があると思われます。そこに、キャリア教育の視点を活かすことができるのではないでしょうか。


新たな活動や学習を行うことが求められているわけではありません。まず、各教科、領域等の目標について確認しましょう。大切なのは、各教科・領域の目標を理解し、その実現に向けた教育活動を行うこと、そして、指導の内容や方法が適切であるか、確かな学力や自立に必要な能力・態度が育成されているかということを、児童の事実に基づいてきちんと評価することです。その上で、不十分な点や改善が必要なことがあれば、課題を明らかにして具体策を講じることになります。まず、できていることの確認が必要です。児童の主体性や創造性を促す教育活動がどのように行われているか、教師の配慮や指導は適切になされているかを再点検することから始めましょう。
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◆　キャリア教育の計画について


◎　教育課程の見直しや計画の立案を通して、実践の場面や方法についての見通しをもつ　


学校では、学級や学年を超えて、全体として一貫性のある教育を実施する必要があります。計画を立てる場合には、まず、学校としてどのような方向を目指しているのかを確認し、一人一人の教師が、「学校全体で目指すことは、自分が目指すことと同じだ」と意識できることが重要です。


各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等、学校には様々な計画があります。それらについて、「勤労観・職業観の育成」や「社会的な自立に必要な能力・態度の育成」などの視点から見直し、関係の深い内容や単元に印をつけてみてはどうでしょうか。あるいは、児童の実態や学校の特色ある活動から、核となる活動を選んでみるのもよいでしょう。まずは、既にある計画を再確認することから始めてみませんか。


教職員が共同で教育課程の見直しを行うことは、教育活動を通して、児童に何を経験させ、どんな力を発揮させたいのか、どのような能力・態度を育てたいのかなど、指導の方針や目標を確認することにつながります。


計画を見直したり、新たに作成したりしていく過程で、学校全体で児童の発達を支援していくという共通の認識をもち、指導の充実につなげていくことが重要です。そのことによって、自分が行っている教育活動は全体の中でどのような意義をもつのかということが明確になってきます。
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班別協議及び演習の概要





























キャリア教育はすべての学習（活動）で行うことができるということがよくわかった。


いろいろな場面で育てたい能力や態度を意識できることがわかった。指導の場や能力・態度の重点化を図って進めたい。


育てたい能力に関する諸活動を取り上げる（洗い出す）ことにより、ねらいがより明確になる。


普段の生活の中で指導していくことが大切。些細なことの積み重ねが大事なのだと思った。


日常の生活の中で培っていくことを明確にし、それを基盤にして様々な場面で指導していく。


自校での焦点化、重点化を、児童の実態に合わせて行う必要がある。


各学年の児童の実態、学習内容等について情報交換をしながら、話し合いを進めていくことが大切だと思った。協力して取り組もうという気持ちになる。


年計などを持ち寄ると、もっとつながりのある関係図ができると思う。


各教科の指導内容について、その適時性と学年間の連続性を知って意識的に指導に当たる。


育てたい能力・態度は相互に関連している。関連を大切にしながらも焦点を絞って指導したい。


広がりはあるが、つながりをもたせないと単発的な活動になってしまうおそれがある。


関連事項はある程度広がりをもって考えることができたので、さらに中心となる活動をスモールステップ化するとよい。


中核となる学習（活動）がはっきりしていた方が、それにつながる活動や能力を考えやすい。


対象学年を狭めて行うと、学年に応じた取組や育てたい能力が見えてくる。


学年の縦のつながりがわかるとよい。各活動のつながりを意識して指導に当たることが大切。


育てたい能力・態度を明確にして、学習活動を見直すことで一貫性のある教育が可能になる。


中学校の指導内容の理解が必要。小・中学校の職員が本音で話せる情報交換、授業参観の実施。


人間関係形成能力は、全教育活動にわたるので、発達段階の目標やねらい等を明確にして推進していくことが重要。あるいは、学年ごとの重点を明確にする。


情報活用能力は、「学ぶこと」と「働くこと」の意義や役割、その多様性を理解し、幅広く情報を活用して自己の進路や生き方の選択に生かすことである。インターネット情報等の収集ではない。


「将来のことを考える」機会を設け、将来設計能力の育成を意識して取り組みたい。


体験活動は地域性が大きく関わるので、学校の実態に応じて内容を工夫する必要がある。


体験的な活動や多様な人との関わりを通して学ぶことが大切になってくる。行事による学びの連続性を持たせていくことも課題である。地域の方と一緒にこうした研修を行うのもよい。


体験的活動からの学習や生活に生かすための手だて（学習）が不足しているように思う。


体験活動に終わらせず、子どもたちの将来の夢や希望につながるような視点をもって計画を組んでいかなければならない。活動の一つ一つがどういうねらいをもって、どのような能力・態度を育てていくためのものかをしっかりおさえる必要がある。


各教科、特活、道徳、総合等、それぞれのねらいがあるので、それを明確にした上で、キャリア教育の視点を明らかにしていく。


実生活・実社会とのつながりを意識して、学習活動の場面を設定する。


働く人の苦労や喜び、その職業の大切さなどを学ばせると同時に、自分とのつながりを考えさせるなど、自己の生き方についても目を向けるよう、留意していきたい。


自己理解も必要だが、学年が進むにしたがって、友達、学校、地域へと、周囲に目を向けられるよう、活動を工夫していく。


体験を通して将来の夢がどう広がったか、変わったかを、児童自身がまとめる方法を工夫する。


活動後の振り返り、自己評価を大切にする。教師による肯定的な評価（フィードバック）も重要。


育てたい能力に焦点化して情報交換をすることで、担任している学級の児童を思い浮かべることができた。その子たちを支援する手だてをきちんと実践していくことが大切であると感じた。


事前指導と事後の反省をしっかり行うとともに、事中は、できる限り子どもたちの主体的な活動にまかせ、子ども自身が、感じ、考え、能力を伸ばせるような機会としたい。


学習の中で自己決定をする場面をつくると、キャリア教育として活かす力になると思う。





協議及び演習（「キャリア教育推進の構想」）を行っての感想や意見


（研修会参加者の記述より抜粋、一部改変）
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（例）学校全体で「伝え合う力」の育成に取り組んでいる。








本校におけるキャリア教育の成果と課題　（研修会参加者の持参資料より抜粋）
































例





資料 1
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